
 

             

 

 

                    

理念（例）：自然のままの川を取り戻したい。 

 

 

例：河川敷に水が上がってこない（水位変動幅の縮小） 

河道形状に変化がない 

植生が本来の多様さを失っている 

魚が遡上できず、魚類の生息域が限定されてしまっている 

河川に自浄能力が無くなっている 

 

 

例：水位、河道を人が制御せず、ある程度変化を持たせる 

  渇水をある程度がまんするためにライフスタイルを変える 

洪水をある程度がまんする、危険な場所には人が住まないようにする 

 

 

例：洪水の時に水があふれても本当に良いのか、住民は許容してくれるのか 

  住民は本当に渇水を我慢できるのか 

  自然のままの状態だと子供を遊ばせるのに不安がある 

その際の 

メリット・デメリットは何か 

その問題を 

どのように変えていくべきか 

そのためには 

今の川の何が問題か 

検討課題についてのディスカッションペーパー 

 本資料は、本日の部会における議論のイメージを示したものです。 

淀川水系流域委員会 
第９回淀川部会（H13.11.26） 
資料 ２－１ 


